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アフリカ豚熱の診断体制

⚫ 陸生動物の診断ならびにワクチンに関する
マニュアル（OIEマニュアル）を参照 

⚫ 国が緊急時対応計画（特定疾病防疫指針）を
策定し、適宜見直し （本年10月1日改訂） 

家畜保健衛生所ごとに
最適化したSOPを作成

• アフリカ豚熱の診断マニュアルを策定
• 国、都道府県へ検査試薬を配布 

【診断】ASFV遺伝子検査の普及を重点化

豚・イノシシの検査



これまでの診断マニュアル

検査フローとその改良
６
時
間

所要時間 現行法（豚・イノシシ）

検体（血液） 検体（血清/臓器）

[ASF検査] [CSF検査]

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
PCR

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
RT-PCR

1h
DNA精製 RNA精製

↓ ↓

2h

PCR反応 RT-PCR反応

↓

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定１ 判定１

1h
制限酵素処理 制限酵素処理

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定２ 判定２

動衛研 [Optional] シークエンス解析

所要時間 現行法（イノシシ）

検体（血清/臓器/その他）

[CSF検査]

CSFV特異的
リアルタイムRT-PCR

1h
RNA精製

↓

1～2h
リアルタイムRT-PCR反応

↓

判定

動衛研 [Optional] シークエンス解析

３
時
間

I社製CSFV特異的市販リアルタイムRT-PCRキット
（TaqMan法）

⚫ 省力化
⚫ コンタミネーションの低減
⚫ 判定の客観化



検査フローとその改良

核酸抽出・精製の共通化

RNA抽出キット
→核酸抽出キットへ変更 

核酸抽出・精製の自動化

T社製（磁気式）

H社製（磁気式）

Q社製（カラム式）

P社製（磁気式）

これまでの診断マニュアル

所要時間 現行法（豚・イノシシ）

検体（血液） 検体（血清/臓器）

[ASF検査] [CSF検査]

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
PCR

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
RT-PCR

1h
DNA精製 RNA精製

↓ ↓

2h

PCR反応 RT-PCR反応

↓

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定１ 判定１

1h
制限酵素処理 制限酵素処理

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定２ 判定２

動衛研 [Optional] シークエンス解析

６
時
間



新しいアフリカ豚熱の診断
診

断
マ
ニ
ュ
ア
ル

[飼養豚]

コンベンショナルPCR及び制限酵素処理

[その他]
野生いのししにおいて検査を実施する
場合は本マニュアルを準用する

[飼養豚等]

コンベンショナルPCR及び制限酵素処理

リアルタイムPCR

[野生いのしし]
野生いのししにおいて検査を実施する
場合は本マニュアルを準用する

[病性鑑定材料を用いた調査]

豚等の病性鑑定材料を用いた調査にお
ける検査方法は、ＰＣＲ検査とし、実
施に当たっては、別紙１「アフリカ豚
熱の診断マニュアル」を参考とする。

防
疫
指
針

改正前
[病性鑑定材料を用いた調査]

豚等の病性鑑定材料を用いた調査に
おける検査方法は、遺伝子検出検査
（ＰＣＲ検査又はリアルタイムＰＣ
Ｒ検査をいう。以下同じ。）とし、
実施に当たっては、別紙１「アフリ
カ豚熱の診断マニュアル」を参考と
する。

改正後



３
時
間

所要時間 現行法（豚・イノシシ）

検体（血清/臓器/その他）

[ASF検査]

リアルタイムPCR
（市販品）

1h
DNA精製

↓

1～2h
リアルタイムPCR反応

↓

判定

動衛研 [Optional] シークエンス解析

指針改正に伴う検査フローの変更点

I社製
（検証中）

ID社製 T社製

所要時間 現行法（豚・イノシシ）

検体（血液） 検体（血清/臓器）

[ASF検査] [CSF検査]

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
PCR

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
RT-PCR

1h
DNA精製 RNA精製

↓ ↓

2h

PCR反応 RT-PCR反応

↓

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定１ 判定１

1h
制限酵素処理 制限酵素処理

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定２ 判定２

動衛研 [Optional] シークエンス解析

６
時
間

新しいアフリカ豚熱の診断（１）

100104

TCID50/reaction

102



所要時間 現行法（豚・イノシシ）

検体（血液） 検体（血清/臓器）

[ASF検査] [CSF検査]

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
PCR

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ
RT-PCR

1h
DNA精製 RNA精製

↓ ↓

2h

PCR反応 RT-PCR反応

↓ ↓

↓ ↓

1h
電気泳動 電気泳動

↓ ↓

判定 判定１

1h
制限酵素処理

↓

1h
電気泳動

↓

判定２

動衛研 [Optional] シークエンス解析
2
時
間

所要時間 新規法（豚・イノシシ）

検体（血清/臓器）

[ASF・CSF検査]

ASF/CSFﾏﾙﾁﾌﾟﾚｯｸｽqPCR
動衛研・タカラバイオ共同開発

↓

１～2h

PCR反応

↓

判定

動衛研 [Optional] シークエンス解析

5min
粗精製

６
時
間

⚫ 粗精製により検査を簡素化・迅速化
（精製済み試料にも対応）

⚫ 精製工程でのコンタミや取り違えリスクを低減
⚫ 判定の手順を簡略化、客観化
⚫ 増幅産物による検査環境の汚染を低減

新しいアフリカ豚熱の診断（２）

指針改正に伴う検査フローの変更点

ASF

CSF



有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




